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1. 組織の概要 P.１

（1） 事業者名及び代表者名

ワタナベラバー株式会社

代表取締役社長　渡辺　紳也

（2） 所在地

本社 愛知県小牧市堀の内5丁目55番地

小牧物流倉庫 愛知県小牧市下小針中島3丁目171番地

（3） 環境管理責任者氏名及び担当連絡先

責任者 代表取締役社長　 渡辺　紳也 TEL：0568-75-1015

責任者(代理) 経営支援室 大林　豊成 TEL：0568-75-1015

EA21事務局担当者  経営支援室 大林　豊成 TEL：0568-75-1015

（4） 事業の概要

組織沿革： 1970年創業、1976年9月ワタナベラバー株式会社として法人組織に変更、

1990年無人自動化成形開始、2006年中国委託生産開始、2011年上海支所設立、

小牧第2工場稼働、2012年自動リーク検査装置導入、2018年小牧第3工場稼働、

画像検査装置導入、2019年IPADロット管理、IOT情報システム稼働、

2019年ベトナム工場設立

事業内容：自動車用・二輪車用及び工業用ゴム・プラスチック製品の製造・販売

（5） 事業の規模

法人設立年月日 ： 1976年9月21日

資本金 ： 1,000万円

売上高 ： 12億7千万円

従業員 ： 58名

延べ床面積 ： 本社 425.52㎡ 、小牧工場 841.34㎡　

小牧物流倉庫 715.65㎡

（6） 事業年度 5月～翌年4月

2. 認証・登録の対象範囲

・対象組織：本社、小牧工場、小牧物流倉庫

・対象活動：自動車用・二輪車用及び工業用ゴム・プラスチック製品の製造・販売

小牧工場 愛知県小牧市川西1丁目20番地



P.２

１、環境経営システムを構築し、環境経営目標を定めて

　　定期的な見直しを行い継続的な改善に努めます。

２、環境経営方針を全従業員へ周知徹底し、環境に対する

　　意識の向上に努めます。

３、廃棄物の排出量削減、リサイクルに取り組みます。

４、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

５、グリーン購入及びグリーン調達の推進に取り組みます。

６、環境関連の法規及びその他要求事項を遵守します。

制定日：2020年7月30日

ワタナベラバー株式会社

代表取締役社長　渡辺　紳也

ワタナベラバー株式会社は経営理念である
『 品質至上 』に徹し

お客様の信頼と満足を得る事と
環境負荷低減を図り

持続可能な社会の構築に貢献します。

ワタナベラバー株式会社

[環境経営方針]



2.  実施体制図 P.３

● 組織図

● 役割・責任・権限

・環境経営方針の策定・見直しと全従業員への周知

・E21の環境活動の実施・管理に必要な人員・設備・費用の準備

・EA21全体の承認・評価・見直し・指示

・環境管理責任者の任命

・環境経営目標の確認、環境経営計画書、環境関連法規等取まとめ遵守及び表の承認

・EA21のシステムの構築、運用、維持、評価

・環境経営レポート等の関係書類の確認

・取組状況と実績を代表者へ報告

・各部署の目標・活動計画の周知、取組の確認並びに記録の徴収

・各部署の教育、訓練計画の原案作成、E21に関する審議

・環境への負荷の自己ﾁｪｯｸと環境への取り組みの自己ﾁｪｯｸの実施

・環境経営目標と環境経営計画書原案作成、必要な手順書の作成

・環境活動の実績の集計と目標の達成状況の確認・評価

・環境活動結果を環境管理責任者へ報告、全従業員へ周知

・環境経営レポートの作成

・環境関連法規等の取りまとめ、定期的な内容確認、遵守現状確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・各部に関連する環境経営システムの実施、評価

・各部に関連する問題点の是正と予防処置の実施、EA21に関する審議

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
従業員

環境管理
責任者

EA21事務局

代表取締役社長

各部署長

小牧工場

製造部
本社

総務部
営業部

本社
営業課

小牧物流倉庫

業務課

成型課

検査課

成型技術課

小牧工場
品質保証部

生産技術部

総務
経理課

作成：２０２１年３月３日

代表取締役社長

EA21事務局経営支援室 環境管理責任者



3.　環境経営目標
工場・本社・倉庫　合計

前年比 前年比 前年比 前年比

小牧工場
前年比 前年比 前年比 前年比

小牧物流倉庫
前年比 前年比 前年比 前年比

本社
前年比 前年比 前年比 前年比

前年比 前年比 前年比 前年比

前年比 前年比 前年比 前年比

前年比 前年比 前年比 前年比

前年比 前年比 前年比 前年比

前年比 前年比 前年比 前年比

前年比 前年比 前年比 前年比

前年比 前年比 前年比

注1.購入電力の排出係数:中部電力R2年度0.48・丸紅新電力R2年度0.542を使用

% データなし

-0.5% -0.5%

574,684.61

-1%

535,085.95

-1%

-1%

762.64

77.61

540,490.86

-1%

72.99

-1%

7,932.67

-1%

-1%

-1%

データなし

163,700.22

1,105.20

175,815

1,187

2019年度
(2019/5～2020/4)

-1%

-1%

918,272

-1%

909,089

(道路清掃活動)

毎月
(１
回)

地域貢献活動

水使用量削減

Kg

㎥

%

電力使用量の削減
kWh

Kg

ℓ

kg-co2

Kg

LPG使用量の削減

ガソリン使用量の削減

CO₂排出量削減

一般廃棄物排出量の削減

 産業廃棄物排出量の削減

単位環境経営目標

360

2 灯油使用量の削減 ℓ

基準値 目標値

2021年度
(2021/5～2022/4)

2022年度
(2022/5～2023/4)

2024年度
(2022/5～2023/4)

7,853.34 7,774.80 7,697.05

-1%

70.82

-1% -1%

755.01 747.45
使用なし

22,471

8,434.53

-1%

8

9

毎月1回

22,698

-1%

23,159

電力使用量の削減

kWh

kWh

電力使用量の削減
-1%

927,547

-1%

16,712

986,227

17,769

24,624

-1%

-5%

770.35

グリーン購入及び
グリーン調達の推進

71.54

-1%

331.84 328.52

-1%

-1%

529,735.09 524,437.73

-1%

-1%

1

3

4

5

6
338.58 335.19

7

-1%

P.４

-1% -1%

-1%

899,998

-1%

16,545 16,380 16,216

-1%

2023年度
(2021/5～2022/4)

-1%

22,927

-1%

72.26

-1%

-1%

-1%

-1%

適正管理 適正管理

-1%

160,442.57

適正管理 適正管理

165,353.76

-1%

1,116.37

162,063.21

1,094.14 1,083.19

-1%

1.52

10 化学物質の適正管理 - 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

1
1 1

毎月1回 毎月1回

1 1
11

毎月1回

-0.5%

1.51 1.50 1.49
12 製造不良率



4.　環境経営計画

取組み期間：2021年5月～2022年4月

無駄な電気の消灯徹底
小牧工場 昼休み時の消灯

ｴｱｺﾝの設定温度を守る
(室内推奨温度 冷房28℃以上暖房18℃以下）

小牧物流倉庫 LED照明への交換
消費電力の監視

本社

灯油使用器具の清掃
不在時の消火

給湯器の適正使用
(お湯出し放し禁止）
冬季以外は給湯を停止する

経済速度推奨
ﾀｲﾔｴｱｰ圧定期点検
急加速・急停止禁止

上記1～４の活動による

リサイクル資源の分別徹底
各部署に分別ﾎﾞｯｸｽを設置
段ボール・ﾋﾞﾆﾙ袋のﾘｻｲｸﾙ利用

不良率低減活動
製品の歩留まり改善活動

節水の掲示をする
節水意識の教育

消耗品・事務用品ｴｺ商品の購入推奨
顧客要求のグリーン調達対応、調査、提案

12 野田永吾 不良率の低減製造不良率

P.５

責任者 取組内容

11

4

5

6

7

9

中島靖

CO₂排出量削減 大林豊成

ガソリン使用量の削減 今井智明

越智孝

3

越智孝

1

電力使用量の削減
松崎孝美

電力使用量の削減
大林豊成

環境経営計画

地域貢献活動
大林豊成

グリーン購入及び
グリーン調達の推進

今井智明

8 水使用量削減 松崎孝美

 産業廃棄物排出量の削減 田原ﾚｱﾝﾄﾞﾛ

一般廃棄物排出量の削減

電力使用量の削減

松崎孝美LPG使用量の削減

2 灯油使用量の削減

10 化学物質の適正管理 松崎孝美 　　購入品のSDS管理

毎月頭月曜日1回全社で会社・工場周辺の清掃活動

(道路清掃活動)



5. 実績 P.６

電力使用量削減 927,547

小牧工場 -1%

電力使用量削減 16,712

小牧物流倉庫 -1%

電力使用量削減 23,159

本社 -1%

770.35

-5%

72.99

-1%

7,932.67

-1%

540,490.86

-1%

338.58

-1%

165,353.76

-1%

1116.37

-1%

11.地域貢献活動 毎月 1

　(道路清掃活動) (1回) ―

○12 製造不良率 ％ 1.52 -実績把握

注２．評価方法について

94.1% △

91.2%

101.0% ○918,191

284 271.3% ○

Kg 69.54 105.0% ○

109.3% ○

環境経営目標と実績

取組み期間　　R3(2021)年05月１日～R4(2022)年4月30日

単位
基準年2019年度

達成率 評　価

　(2021/5月～2022/4月)

項 目

181,290

8.水使用量削減

ガソリン使用量削減 ℓ 7,259.76

kg-co2 540,189.89

Kg 360

1 100% ○

グリーン購入及びグリーン調
達の推進

％ 適正管理

化学物質の適正管理 ○

適正管理

○

kWh

4

CO2排出量削減5

ℓ

100.1% ○

29,299

22,382

57.0%

103.5%

×

6 一般廃棄物排出量削減

1

2

3

灯油使用量削減

LPG使用料削減

　　　　達成率「100%を超える=○」「80%～99％＝△」「80％未満＝×」とする。

8

9

11

7 産業廃棄物排出量削減 △

1250 89.3% △

Kg

ｍ
3

注１．達成率は、目標／本年度実績×100で算出する。

適正管理 ○

10 - 適正管理 適正管理 適正管理



6. 環境経営計画の取組み結果 P.７

環境経営計画の実施状況の評価および今後の取組み

実施状況
  環境活動計画実施状況

達成・未達成の要因
次年度環境活動計画への

追加・変更

電力使用量の削減
小牧工場

○ ・新規品受注による生産増 ・現在の活動を継続する。

電力使用量の削減
小牧物流倉庫

○
・海外品の受入れ体制を強化し検査人員が
増え、残業時間が多かった。

・現在の活動を継続する。

電力使用量の削減
本社

○
・無駄な電気の消灯徹底(昼休み時の消灯
等)残業時間の短縮

・現在の活動を継続する。

2 灯油使用量の削減 ○
・小牧物流倉庫にカーテンを設置燃料ロスの
低減に努める。

・現在の活動を継続する。

3 LPG使用量の削減 ○
・社員の環境意識がまだ薄く、全体朝礼や会
議等で周知させていく。

・現在の活動を継続する

4 ガソリン使用量削減 ○
・無駄なスピードを出さずエコドライブを徹底
する。リモートによる打合せが増え直接客先
への訪問回数が減った。

・現在の活動を継続する

5 CO2排出量削減 ○ 1～4による ・現在の活動を継続する

6 一般廃棄物排出量削減 ○
ペットボトル等プラゴミが目立つ、最小限の廃
棄努力の意識付けを朝礼等で周知させる。

・現在の活動を継続する

7 産業廃棄物排出量削減 ○
・毎月の部署長会議において環境活動の監
視をし不良率低減等の意識改革を管理者に
植え付ける。

・現在の活動を継続する

8 水使用量削減 ○
・社員による節水の意識が薄い 朝礼などで
周知喚起させる。

・現在の活動を継続する。

9
グリーン購入及びグリーン
調達の推進

○
グリーン購入５０．７%
グリーン調達対応・提案

・現在の活動を継続する。

10 化学物質の適正管理 ○ 購入ゴム材料SDS適正管理 ・現在の活動を継続する。

11
地域貢献活動
(道路清掃活動)

○ ・毎月1回周辺道路清掃 ・毎月1回実施

12 製造不良率 ○
毎月の不良率集計を部署長会議で周知し不
良率改善に取組む

・現在の活動を継続する。

[　総括　]

実施状況：実施○、一部実施△、未実施×

境目標項目

1

・環境活動を始めたことで、環境負荷の現状を把握することが出来た。今後は、社員への教育・意識づけをより高くして、
目標達成に向けて一丸となって取り組んでいきたい。



7.  環境関連法規等への違反、訴訟等の有無

⑴ 適用となる主な環境関連法規等

主な適用法規等と該当する活動及び順守状況については、下記の通りです。

確認事項

廃棄物処理法、 廃棄物の適正処理、委託基準（契約書）、保管基準 契約書、許可証、

愛知県廃棄物の適正処理 （掲示板、飛散、浸透防止）、産業廃棄物管理票 マニフェスト、

等に関する条例 交付状況報告書の提出 報告書

処分場の現場確認

愛知県民の生活環境の 粉じん発生施設の届出 届出書、苦情なし

保全等に関する条例 アイドリングストップ 教育記録

ﾌﾛﾝ排出抑制法 簡易点検、回収・破壊の工程確認、適切な処理 簡易点検表

設置又は変更時の届出　保守点検 点検記録

定期検査 検査記録

騒音規制法 圧縮機(ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ-)発生施設の届出 届出書、苦情なし

振動規制法 圧縮機(ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ-)発生施設の届出 届出書、苦情なし

消防設備点検記録

ｸﾞﾘｰﾝ購入 環境配慮物品の購入 購入確認

(2）違反・提訴等の有無

自社の事業活動に関する法令順守評価結果・法令違反は本社・小牧工場・小牧物流倉庫ともにありません。

尚、関係当局より違反等の指摘及び訴訟について過去3年間ありません。

○

P.８

法規制等の名称 該当する要求事項（対応すべき事項）
遵守評価（2022年4月30日）

判定

評価者：大林豊成

浄化槽法 ○

消防法
火災報知器(500㎡以上)・消火設備の設置・表示、使用期
限等の維持管理

○

○

○

○

○

○



8.  代表者による会社全体評価と見直し・指示

⑴ 見直しのための情報

①環境経営方針、②環境経営目標、環境活動計画の達成状況

③経営ｼｽﾃﾑの実施状況、④環境関連法規制等の遵守状況

⑤問題点の是正状況、⑥利害関係者の要望事項　⑦その他

⑵ 見直し・変更の必要性

環境経営方針、実施体制に変更はない、環境経営目標、環境計画について

変更しない。

⑶ 総括・評価

完成車メーカーがカーボンニュートラルを宣言している以上は、今後は中小

サプライヤーにおいても協力は必須となってきます。当社も環境性能の向上

への貢献のみならず、「製造工程改善」や「工場の省エネ活動による排出

CO2の削減」、「地域の清掃活動」を通じて、社会の一員としてカーボンニュ

ートラルの実現に向けた取組みを続けてまいります。

ワタナベラバー株式会社

代表取締役社長

　渡辺　紳也

P.９

2022年7月20日



（1） 緊急事態発生・訓練

小牧工場・小牧物流倉庫・本社従業員全員で火災避難・消火訓練を実施

定期的(毎年10月初頭)に実施することで緊急時の行動を身につける

(２) 会社周辺の清掃活動の実施
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